
 

  

生活実践科学科 

あの「文豪」はどのような手紙を書いたのか 

――倉敷市蔵「薄田泣菫文庫」 

所収書簡をめぐって 

芥川龍之介 

 

菊池寛 

写真出典：日本近代文学館より 詳しくは裏面へ！ 

薄田泣菫 



 

  

◆日時：１月３１日（水） 

１３：１０～１４：４０（９０分） 

◆場所：図書館５階（AV ホール） 

◆講座概要 
「図書館」を舞台とし、プレーヤーが「司書」となり、 

文学者を戦わせる「文豪」ゲームが今人気となっています。 

 

ゲームでも、手紙のやり取りがあるようですが、実際に

残された文学者たちの書簡は、その思想や人間関係を知る

上で重要な資料です。 

倉敷市出身の詩人・薄田泣菫（すすきだきゅうきん）は、

ゲームには登場しませんが、芥川龍之介・菊池寛・ 

田山花袋・国木田独歩・志賀直哉・有島武郎ら、あの 

「文豪」たちから重要な手紙を受け取り、それが今も 

残されています。 

講座では、「文豪」により関心をもってもらえるよう、

わかりやすく、文学者たちの実相を泣菫宛ての自筆書簡に

より紹介します。 


